
［成果情報名］高温登熟下における３次籾の粒重増加程度と整粒および乳白粒割合との関係  

［要約］登熟気温が高いほど登熟中期における３次籾（２次枝梗の先端から２番目以下に着

生する穎花）の平均乾物重（粒重）は高まる。高温登熟性が劣る品種では、３次籾の粒重

増加にともなって乳白粒が増え、整粒割合が低下する。 
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［背景・ねらい］ 

近年、登熟期の高温による玄米外観品質の低下が大きな問題となっている。高温登熟性

の改良は水稲育種における重要な課題の一つであり、高温登熟性検定基準品種の選定が進

められている。しかし、高温登熟性に明確な品種間差があることは古くから指摘されてい

るが、それに関与する形質などについては不明な点が多い。そこで、１～３次籾の粒数や

粒重増加に焦点をあて高温登熟性との関係を明らかにする。  

 

［成果の内容・特徴］ 

１．品種、栽培年次、作期の異なるのべ 137 品種を調査した結果が表１である。整粒の割

合は登熟気温と負の相関関係があり登熟気温が高まるほど低下するが、この品質低下に

は乳白粒や基部未熟粒、背・腹白粒の増加が関連している。  

２．乳白粒の割合は、基部未熟粒や背・腹白粒の発生割合と正の相関関係を示すが、登熟

気温との相関は低い（表１）。高温登熟障害粒の発生割合が高まると言われている登熟

気温 26℃以上では、乳白粒の割合は、１穂あたりの３次籾数が多い品種、登熟中期（出

穂後の有効積算気温 350℃、下限温度７℃）における３次籾の平均穎花乾物重（以下、

粒重）が小さい品種、この粒重の３次籾/２次籾比が小さい品種ほど高まる（表１）。  

３．本研究における整粒割合や既往の知見を参考にして選択した高温登熟性に優れる品種

と高温登熟性が劣る品種（図２注）の登熟中期における３次籾の粒重は、登熟気温が高

いほど高まるが、両者を比較すると高温登熟性に優れる品種の方が大きい（図１）。  

４．高温登熟性が劣る品種の整粒の割合は、登熟中期における３次籾の粒重が大きいほど

低下する（図２左図）。  

５．高温登熟性に優れる品種は、登熟中期における３次籾の粒重に関わらず乳白粒の発生

割合は低いが、高温登熟性が劣る品種は登熟中期の３次籾の粒重増加にともなって乳白

粒の割合が高まり、両者の傾向は全く異なる（図２右図）  

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．高温登熟障害米の発生メカニズムの解明や品種育成の基礎的知見として活用する。  

２．本成果は、近中四農研本館圃場で高温登熟性や育成時期の異なる 31 品種を２カ年、３

作期栽培（年次、作期により供試品種は異なる）して調査したものである。  

３．１次籾：穂軸に着生する穎花（１次枝梗の先端穎花）。２次籾：１次枝梗に着生する穎

花（１次枝梗の先端から２番目以下に着生する穎花と２次枝梗の先端穎花）．３次籾：

２次枝梗の先端から２番目以下に着生する穎花。  
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図 1 高温登熟性が異なる品種・系統にお

ける登熟中期の 2 次籾と 3 次籾の穎

花乾物重（粒重） 

登熟気温（出穂後 20 日間の平均気温）

25℃以下は除く．●：高温登熟性が優れる

品種，○：高温登熟性が劣る品種．品種・

系統名は図 2 の注参照。 

**と***は，1％と 0.1％水準で有意であり，

ns は 5％水準で有意でないことを示す。 

図 2 登熟中期における 3 次籾の粒重と整粒割合（左図）および

乳白粒の割合（右図）との関係 

登熟気温（出穂後 20 日間の平均気温）25℃以下は除く。●：高

温登熟性が優れる品種（ふさおとめ、ハナエチゼン、てんたかく、

みねはるか、農林 22 号、若葉）、○：高温登熟性が劣る品種（藤

坂 5 号、銀河 1 号、農林 17 号、陸羽 132 号、善石早生）。**は

1％水準で有意であり，ns は 5％水準で有意でないことを示す。
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1次籾 2次籾 3次籾 穂
3次籾/
1次籾

1次籾 2次籾 3次籾
3次籾/
2次籾比

整粒（％）
全体 137 -0.57  -0.71  -0.63  -0.45  -0.21  -0.23  -0.22  -0.28  -0.05  0.34  0.39  0.35  0.23  
26℃未満 58 -0.23  -0.74  -0.57  -0.53  -0.01  -0.09  -0.10  -0.13  -0.09  0.13  0.27  0.40  0.41  
26℃以上 79 -0.43  -0.74  -0.62  -0.49  -0.33  -0.36  -0.35  -0.41  -0.10  0.13  0.25  0.35  0.32  

乳白粒（％）
全体 137 0.26  0.51  0.47  0.19  0.27  0.34  0.35  0.16  -0.08  -0.21  -0.43  -0.46  
26℃未満 58 0.17  0.39  0.48  -0.04  0.05  0.18  0.13  0.14  -0.06  -0.22  -0.43  -0.48  
26℃以上 79 0.23  0.55  0.46  0.32  0.39  0.45  0.47  0.20  0.07  -0.11  -0.44  -0.51  

表１　整粒および乳白粒の割合と穂相および登熟中期における粒重との相関関係

1）nは調査したのべ品種数（31品種，2カ年，3作期．ただし，年次や作期により供試品種は異なる）を示す．
2）1次籾：穂軸に着生する穎花（1次枝梗の先端穎花）．2次籾：1次枝梗に着生する穎花（1次枝梗の先端から2番目以下に着生する
穎花と2次枝梗の先端穎花）．3次籾：2次枝梗の先端から2番目以下に着生する穎花．
3)温度条件ならびに登熟気温は出穂後20日間の平均気温を示す．
4)玄米外観品質は穀粒判別器（株式会社ケット科学研究所，RN-310）により粒厚1.8mm以上の精玄米を調査した．
5)粒重は出穂後の有効積算気温が350℃日（有効下限温度を7℃とする）に達した日に調査した穎花乾物重である．
6）太字は，相関係数が1％水準で有意であることを示す．
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